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「先生のおかげで人を信じていい
のかなって思えたよ」

この言葉は昨年度の卒業式直後，
相談室に通っていたある卒業

生が大粒の涙を流しながら私に読ん
でくれた手紙のワンフレーズです。
　私は7年前より岐阜県の公立中学
校で学校常駐の心の教室の相談員
（以下，相談員）を務めています。相
談員は，校内の相談室にて教室に入
れない生徒の話を聞くこと，教室復帰
支援などが主な業務内容です。相談
員になった当初，学校内に多くの支援
者がいる中で，「相談員」ができるこ
とはなんだろうと考えていました。ス
クールカウンセラーのような心の専門
家でもなく，教員免許をもった先生で
もない，けれども学校では「先生」と
呼ばれる立場であり，生徒と向き合い

ながら戸惑いを感じていました。
　こうした中，心理学で学んだことを
心に留めておくことで自分の中に立
ち返ることができる基盤ができました。
それは，学校問題が多様化する中で，
さまざまな悩みを抱える児童生徒一人
ひとりに対してきめ細かく対応するた
めに，多様な専門家の支援による相談
体制を作っていくことが大切であるこ
と，「チーム学校」の中の専門スタッフ
として，自分の専門性を意識しながら，
学校や教師との連携を促進すること
です。
　「チーム学校」での相談員の強みは，
「継続的な関係性の中での支援」で
す。これは学校に常駐する相談員だ
からこそ行える支援です。相談室で
生徒と過ごしていく中で継続的な関
係性がもてるようになると，生徒が誰
にも言ったことがないような心の本音

を吐き出してくれるなど，私
に対しての心の開き方が変
化してきたことを実感するよ
うになりました。
　また，相談員は生徒から，
“話していなくても安心でき
る，信頼できる関係性”も求
められていると感じます。相
談室に来る生徒は「大人」
や「世の中（社会）」に対

してかなり強い不信感をもっています。
そうした生徒たちに継続的な支援を行
い続け，寄り添い続けた結果，“世の中
信じられない人や信じられないことも
多いけど，信じてもいいかなと思える
人も世の中にはいる”という実感をもっ
てもらえるようになることもわかりまし

た。冒頭で紹介したような生徒を見る
と，相談員としての喜びにもつながり
ます。
　このように，生徒にとって身近な立
場として，話しやすい“近所のお兄さ
ん”のような関わりをもつことができる
のは，学校に常駐し生徒と同じ時間を
過ごす相談員がもつ“非専門性の強
み”であると私は考えています。相談
員が第一の話し相手となり信頼関係
ができてくると，生徒が自分の心の内
を話してくれるようになります。そこか
ら学校の体制として生徒の心の支援
が進んでいくことも経験してきました。
そこに“非専門家の専門性”があると考
えるようになりました。
　教育の専門家である教師，資格を
もつスクールカウンセラーなど，学校
ではさまざまな専門性をもった人たち
がチームを組んで生徒支援に当たっ
ています。その中に相談室が位置づ
いていることの意義を考えながら，相
談員ではできないこと（弱み）を知り，
それを教職員や他専門家の力を借り
ながら連携協働していくこと，それが
児童生徒のためのチームであり，より
有効な心理支援につながります。これ
までの，そして今後の経験を子どもの
心の支援にどう活かしていくのか，探
究し続け，伝えていきたいと考えてい
ます。
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